
















　IUGONET プロジェクトでは，平成 25 年度名古屋大学太陽地球環境
研究所研究集会，および，名古屋大学 博士課程教育リーディングプロ
グラム「フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム」との共催で，
標記の研究集会を 3 月 13, 14 日の 2 日間の日程で開催しました．本研
新年度より運営協議会の議長を務めます中村卓司です．よろしくお願いいたします．IUGONET も
当初の６年計画の最後の 1 年を迎えました．私自身，IUGONET が始まった年に京都大学・生存圏
研究所から現職の国立極地研究所に異動しましたので，極地研の職歴は IUGONET と共に歩んでき
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1 日目　　3月 13 日 （木）プログラム（敬称略）   
開会の辞／塩川和夫（名大）
趣旨説明／谷田貝亜紀代（名大）
セッション 1　IUGONET プロジェクト平成 25年度期末報告
　IUGONET メタデータ登録の進捗／谷田貝亜紀代（名大）
　IUGONET システムグループ報告／阿部修司（九大） 
　IUGONET 解析ソフトウェア（UDAS）の SPEDAS への貢献
     ／田中良昌（極地研）
　IUGONET ウェブ・アウトリーチグループ報告／佐藤由佳（極地研）
セッション 2　Data Citation / Data Publication
　Connecting geoscience systems and data using Linked Open Data 
 　　　　in the Web of Data／ Yukinobu KOYAMA (Kyoto Univ.)
　 WDS の現状と国内での取り組み／渡邉堯（名大，WDS-IPO）
　CHAMP衛星が観測した中低緯度における下層大気起源沿磁力線電流の
    微細構造／中西邦仁（京大）
セッション 3　観測データベースと太陽地球科学の学際研究① 
　 1926 年から 44 年間にわたる太陽活動乾板画像データベースの整備
     ／柴山拓也（京大）
　太陽磁場反転時の太陽風構造の変遷／藤木謙一（名大）
　太陽電波強度の長期多波長観測と地球上層大気／柴崎清登（NAOJ）
　太陽 EUV輻射の代理指標としての F10.7 指数の再考と
   超高層大気長期変動解析／丸山隆（NICT）
2 日目　　3月 14 日（金）  プログラム（敬称略）
セッション 4, 5　観測データベースと太陽地球科学の学際研究②, ③
　超高層大気イメージングシステム、STEL 磁力計、STEL VLF/ELF データ 
   のデータベースについて／塩川和夫（名大）
　太陽・地球大気科学の総合的な理解に向けた相互比較ツールについて
    　　　　／今井弘二（JAXA/ISAS）
　データへの doi 付与とデータ引用について：日本のWDCでの活動 
     ／能勢正仁（京大）
　オーロラの出現・形状の予測に向けた観測画像の分類とリポジトリ構築
     ／田中孝宗（九大）
　雷放電及びグローバルサーキットと超高層物理学／高橋幸弘（北大）
　SuperDARN北海道 - 陸別 HFレーダーデータについて／西谷望（名大）
　ERGサイエンスセンターにおける衛星 -地上 - シミュレーションデータの
   　　総合解析環境の構築／堀智昭（名大）
　次世代磁気圏－電離圏結合系シミュレーションと IUGONET 開発ツール
　（UDAS）との連携による電離圏プラズマ対流速度の計算値と観測値の比較
     ／才田聡子（ROIS）
　インドネシアにおける電離圏不規則構造の VHF レーダー観測
     ／大塚雄一（名大）
　広域観測網監視システム（WONMシステム）の設計と実観測の紹介
     ／村田健史（NICT）
　トロムソナトリウムライダーのデータ紹介および研究成果
     ／野澤悟徳（名大） 
　トロムソ上空でオーロラ擾乱時に観測されたスポラディックナトリウム層
   の生成・維持機構の解明／高橋透（名大）
　長期間MFレーダーデータ解析による大気重力波と潮汐波の振る舞い
      　　　　／村山泰啓（NICT）
　成層圏から中間圏における波に伴う物質輸送の 3次元構造に関する研究
     ／木下武也（NICT）
　大気微量成分・エアロゾルの観測データ／中山智喜（名大）
　地磁気現象記録を用いた「千年に一度」級磁気嵐、si, ssc の統計的推定
     ／源泰拓（気象庁）
　磁気嵐時における地磁気変動に見られるグローバルな電離圏電流分布
  　　  について／新堀淳樹（京大）
　あけぼの VLF 観測データ公開システムの構築計画／笠原禎也（金沢大）
　あけぼのの長期観測データを用いた EMIC 波動の解析と重イオン組成比
  　　  の推定／松田昇也（金沢大）
　超高層物理学を試験環境とした学術情報基盤の未到達領域への挑戦





































































IUGONET登録メタデータ： Dst指数 (暫定値），Dst指数 (確定値 )
UDASによるデータのロードやプロットが可能
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図 1.  Dst 観測所の分布．
表 1.  Dst 観測所の座標．
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TDAS ユーザーズガイド入手先（THEMIS ミッション提供）：　　　 
 http://themis.ssl.berkeley.edu/software.shtml




4月 28日 -5 月 2日，パシフィコ横浜






【JpGU Meeting 2014 公式ページ】　http://www.jpgu.org/meeting/
【AOGS 2014 公式ページ】　http://www.asiaoceania.org/aogs2014/
JpGU Meeting 2013 での
デモ展示の様子
ユーザーメーリングリストのご案内       
JpGU Meeting 2014
AOGS 2014
